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メカトロ開発をするうえで厄介なことの一つ
は、とにかく物が多くなることです。メカトロが
メカ・電子回路・コンピュータの総合である以上、
それを全部つくろうとすると、機械の部品・材料、
電子部品、仕掛品など、かさばる物や、多品種細々
部品が必要となるためで、加えて残った部品をど
う管理するか、ということが大事になってきます。
「捨てる」ことも、その一つとなります。
とはいえ、捨てることにはそれなりに勇気が必
要ですし、実際に捨てるときには、そのメリット・
デメリットを検討しなければなりません。単純に
言えば、捨てるメリットは管理コストの低減です。
保管する場所、数量を把握しておくこと、および
一般的には定期的に「あること・在庫数を確認す
る」手間が必要です。捨ててしまえば、これらが
なくなります。言うまでもなく、判断がむずかし
いことはデメリットのほうです。そもそも、購入
した価値のある物を捨てるということへの抵抗感
がありますし、捨てた後で再度必要になったとき
には困り、後悔します。設計図類については、以
前は紙媒体だったので廃棄の検討対象であったこ
とに対して、いまどきのCADデータや設計文書
は捨てる必要がなくなったと思います（とはい
え、紙図面に対してソフトの互換性の不安や、電
子データのほうが一瞬でダメになりやすいという
不安などで、保管に気を遣うようになりました）。
おそらく、企業では、廃棄に関する明確なガイ
ドラインが設定されていると思います。研究室で
の判断者は私なのですが、長いことお小遣いをや
りくりして工作していた経験から、なんでも取っ
ておこうとする貧乏性が強く、半端な物がどんど
んたまってたいへんなことになっています。それ
でも今では、捨てようかどうしようかと悩んだと
きに「買える物は捨てる」という思想にやっと切
り替わりました。分類保管、今後再度判断する手
間を考えたらその方が安いと。前はいちいち分類
して取っておいた「まだ使えそうなネジ」も、一
度使った物は一部の特殊品を除いて捨てるように
しました（企業では再利用がそもそもあり得ない
とは思いますが）。でも、もったいないので、タ
イムマシンがあったら、それらの廃棄品を子ども
時代の自分に届けたいところです。
さて、こういう物に限らず、捨てることはいろ
いろあります。たとえば、何らかの方針の選択を
することも、一つを選び、残りの可能性を捨てる、
ということです。たとえば、なにか大きな設備を
複数候補から選んで導入する、ということもこの
選択です。大学にいると、大きな選択を毎年のよ
うに何度も見かけ、ときには相談も受けます。「2
社から内定をいただいたけれど、どちらにすべき
か」と。直感的比較で決められないから悩むわけ
で、学生さんには論理的な方策を勧めています。
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まず、評価指標を列挙していきます。会社の事
業内容との自分の関心の一致具合、規模、収益、
事業所の所在地（どのあたりに勤務する可能性が
あるか）、給与、地元からの距離（含む自宅通い
するかどうか）、福利厚生など。さらに、それぞ
れについて、自分がなにを重視するかの重みを考
えます。地元最優先や会社規模が大きなところな
ど。そのうえで、選択肢に対しておのおの評価し
ていけば、ある程度違いが見えやすくなってきま
す。
また、単なる物品ではない、特注的なシステム
の導入では、価格だけではなく性能なども重要な
評価項目となるため、同類の評価方法を用いる場
合があります。価格に加えて、各種の要求仕様・
要望を項目ごとに満たしている程度をあらかじめ
決めた基準で点数化して積み上げていき（各項目
の満点の大小が重みになる）、最終的に総点で選
択を決める、という方式です。
いずれの場合も重要なことは、評価基準を「あ
らかじめ」決めておくことです。さもなければ、
候補に対して恣意的に評価項目を設定することが
可能で、何のためにこの方式をとっているのかが
わからなくなります。また、この方式でいったん
決着させたら、とくに就活などについては、「も
う一つの可能性」を「もしもあちらを選んでいた
ら」と考えてはなりません。もう一つの選択肢の
ほうが本当によいのかは確認できませんし、それ
を言い出すと悩みがつきなくなります。
このような複数の項目について重みをつけて評
価する方法は、制御の世界でも使われています。
現代制御理論に属する、最適制御という手法では、
定めた評価関数を時間にわたって累積したものが
最小となるように、その制御系を決定してくれま
す。たとえば、モータを制御する場合に、角度誤
差をなるべく減らしたい、速度を抑えたい、モー
タの出力を抑えたい、といった要望がありますが、
それぞれの数値の 2乗に重みとなる数値をかけ
て足したものを評価関数として使います。ここで、
たとえば角度誤差の重みを大きくすると、全体で
評価値を小さくするために、角度誤差をより小さ
く抑えるように作用するわけです。この重みのバ
ランスで、なにを重視するかを決めることができ
ます。
ゲームにおいても、とっさの判断で、取捨選択
を迫られることがあります。たとえば、保有でき
る物の数に制限があって、新しい物を得ようとす
ると何かを捨てなければならないと。これには慣
れで適切に物品管理できるようになりました。そ
れに対して、昔に比べたら随分捨てられるように
はなったのですが、まだまだ実験室にも家にも、
たぶん本当は不要なはずの物があふれていて、な
んとかしなければ、という苦悩は続きます。
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